
 

 

 

10月に入り、長かった残暑もようやく落ち着き、暑すぎず、寒すぎず、落ち着いて学習

ができる季節になってきました。学校では、スポーツ、芸術、読書、文化の秋ということ

で、いろいろな取組がなされていることと思います。子どもたちの話の中にも、工作をした

ことや体育で取り組んでいること、また、社会見学にでかけて学んだこと、野外活動でのこ

と、音楽会に向けて歌の練習をしていること、秋の運動会に向けて練習していることなどの

話がでてきます。一つひとつの体験、活動、学習が子どもたちの自信につながってくれるこ

とを願っています。 

また、地域のまつりに参加したり、季節を感じるようなお出かけをしたりしたことも話に

でてきます。「ことばの教室」でも、古今東西ゲームや黒ひげ危機一髪ゲーム、ひらがな入

れ替えクイズなどをしながら、秋にまつわる言葉に触れるようにしています。 

「たんぼに赤い花が咲いてるなあ。」 

「きれいやね。『彼岸花』っていうねんよ。

真っ赤できれいやね。今年は、暑かったから

咲くのが遅くなっているんやなあ。」 

「神社で、ししまいを見たよ。」「秋祭りや

ねえ。子どもたちがはっぴ着てるね。こども

みこしを担いでるわ。」 

こういった何気ない会話が、見える景色や実生活、実体験と結びついて、よりイメージ

しやすく、「ことば」が豊かになっていくと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１０月２２日は、国際吃音啓発日 

 

この日は、１９９８年に国際吃音者連盟（ISA）・国際流暢性学会（IFA）などによって

定められた、世界に数百万人いるとされる吃音（きつおん）や言語障がいを持った人に対す

る理解啓発を目的として定められました。吃音は、話し言葉が滑らかにでない発話障がいの

ひとつです。発話の滑らかさやリズミカルな流れが乱れる話し方が吃音と定義されていま

す。日本全国でおよそ１００人に１人、およそ１２０万人が吃音をもっています。吃音の出

方は、連発、伸発、難発など、人それぞれですし、また、考え方も人それぞれです。 

「ことばの教室」では、①吃音について学ぶこと②それぞれの考え方に寄り添い、気持ち

の整理を手伝うこと③担任の先生へサポートのお願いをすることに努めています。 

                    

                

 

  

「うまくしゃべれない ぼくは、へん？」 

「ぼくは川のように話す」 


